
地域の助け合い事業

・自分の身は自分で守る。
・進んで活動に参加する。

　地域の課題（背景）

　推進方法（地域で出来ることをより具体的に記入）

・子どもの数が減少してきているが、やはり地域での見守りは大切にしていきたい。
・近年、他県において災害が起きているので、いざという時の備えに自分たちで身を守る為の知識
を身につけていくことも必要に思う。

・交通安全啓発活動（ヨシヅヤ、クレール平田、今尾小学校）
・児童の見守り活動
・児童の連れ去り防止標語入看板設置
・交通安全教室の開催…（今尾小学校児童）
・夏休み前、水難防止チラシ配布
・年金支給月に啓発活動
・振り込め詐欺防止対策講演会
・介護保険についての講演会
・災害など危機管理講演会
・ひとり暮らし高齢者防犯ブザーの確認
・交通安全クイズ大会の実施（こんぺいた運動会に協賛）
・部会の開催

　公助（行政や社協に依頼すること）

　自助(自分でできること）

令和6年度　今尾地区福祉活動計画

重　点　課　題 地域の見守りについて

　事業名



地域の輪を広げる事業

令和６年度　今尾地区福祉活動計画

重　点　課　題 地域交流について

　事業名

　公助（行政や社協に依頼すること）

　地域の課題（背景）
・コロナの影響で、いろいろな集まりがなくなってしまい、住民が集まりの場を求めている。そのた
め地区社協から提案して集まりの場を設定し、地域に広げていきたい。

　推進方法（地域で出来ることをより具体的に記入）
・三世代交流会
　　認知症予防講座と茶話会（６月８日　ふれあいセンター）
　　みんなでラジオ体操＆ビンゴ（８月３日　今尾小学校グラウンド）
　　三世代交流会、茶話会（１１月）
　　部会の開催
・地域懇談会
・高齢者のつどい（１１月）
　
　

　自助(自分でできること）

・地域行事に積極的に参加し、地域住民同士の交流を深める。


